
　「キャー、　「キャー、うわぁー！」うわぁー！」子供たち子供たち

の大声で、の大声で、隣の人と話しをするの隣の人と話しをするの

も大変なほどの盛り上がり。も大変なほどの盛り上がり。３人３人

のスタッフのおしゃべりから始のスタッフのおしゃべりから始

まったまった「子供とともに育つ親の「子供とともに育つ親の

会」会」が、が、初めて企画したイベント初めて企画したイベント

『ダンボール『ダンボールdedeあそぼう！』あそぼう！』に、に、予予

想を超えた想を超えた1515 組の親子が参加し組の親子が参加し

てくれました。てくれました。

　「家庭ではできないダイナミッ　「家庭ではできないダイナミッ

クな遊びを楽しむ」、クな遊びを楽しむ」、「子供が遊ぶ「子供が遊ぶ

のを見守るのではなく、のを見守るのではなく、子供と一子供と一

緒に真剣に遊ぶ」緒に真剣に遊ぶ」をコンセプトをコンセプト

に、に、たくさんのダンボールで迷路たくさんのダンボールで迷路

や階段を作ったり、や階段を作ったり、大きな新聞紙大きな新聞紙
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家庭ではできないダイナミックな遊びを楽しむ家庭ではできないダイナミックな遊びを楽しむ

「子供とともに育つ親の会」「子供とともに育つ親の会」が開催が開催
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ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター
発行

と紙吹雪でバルーン遊びをしたりと紙吹雪でバルーン遊びをしたり

と広いスペースを必要とすると広いスペースを必要とする（そ（そ

して後片付けも大変な）して後片付けも大変な）遊びを中遊びを中

心に行いました。心に行いました。どれも子供たちどれも子供たち

に大うけで、に大うけで、会場には歓声と笑顔会場には歓声と笑顔

が溢れ、が溢れ、賑やかで楽しい時間を過賑やかで楽しい時間を過

ごすことができました。ごすことができました。

　今後は外国籍の親子にも積極的　今後は外国籍の親子にも積極的

に声をかけ、に声をかけ、地域の国際交流の場地域の国際交流の場

としても定着するように定期的にとしても定着するように定期的に

イベントを企画する予定です。イベントを企画する予定です。興興

味をもたれた方はふじみの国際交味をもたれた方はふじみの国際交

流センターまでお問い合わせくだ流センターまでお問い合わせくだ

さい。さい。

　（文　（文：：高橋恭子、高橋恭子、写真写真：：青木和雄）青木和雄）

『ダンボール『ダンボールdedeあそぼう』あそぼう』 20062006 年年 55 月月 1010 日日

上福岡児童センター上福岡児童センター

ハローハロー
フレンズフレンズ

ファイセックファイセック



　　日系人労働者や中国残留帰国者に加え、日系人労働者や中国残留帰国者に加え、近近

年は、年は、親が日本人と再婚したため、親が日本人と再婚したため、子供が自子供が自

国から呼び寄せられる事例が急増している。国から呼び寄せられる事例が急増している。

自分の国では優秀だった子供が、自分の国では優秀だった子供が、日本の学校日本の学校

に入るとに入ると1010数点しか取れないといったケース数点しか取れないといったケース

もあり、もあり、日本語ができないことが理由とわ日本語ができないことが理由とわ

かっていてもジレンマは大きい。かっていてもジレンマは大きい。こうした子こうした子

供たちに、供たちに、日本でも自国と同じような学習と日本でも自国と同じような学習と

生活ができるように指導していくのがその目生活ができるように指導していくのがその目

的だ。的だ。

　外国籍の児童　外国籍の児童・・生徒生徒（以下（以下「子供」）「子供」）と両親と両親

が日本の学校に入ることを望んでいる場合は、が日本の学校に入ることを望んでいる場合は、

日本の公立学校への受け入れが保障されてい日本の公立学校への受け入れが保障されてい

る。る。これは、これは、「こどもの権利条約」「こどもの権利条約」など、など、国際国際

条約で国の義務として規定された措置。条約で国の義務として規定された措置。文部文部

科学省の調査では、科学省の調査では、「日本語指導が必要な外国「日本語指導が必要な外国

人児童生徒数」人児童生徒数」は、は、20052005年年99月時点で、月時点で、22万万692692

人であり、人であり、前年から前年から5.25.2％の増加となってい％の増加となってい

る。る。この数字は、この数字は、調査を開始した調査を開始した19911991年の年の33

倍で、倍で、いわば日本の学校に入学する外国籍のいわば日本の学校に入学する外国籍の

子供は年々増加する傾向となっている。子供は年々増加する傾向となっている。

　朝日新聞　朝日新聞（（20062006年年77月月99日付）日付）によれば、によれば、常常

勤の日本語指導担当員を独自に配置している勤の日本語指導担当員を独自に配置している

都道府県は７、都道府県は７、市町村は市町村は7070しかなく、しかなく、文部科文部科

学省は、学省は、自治体の財政状況もあり、自治体の財政状況もあり、「すべての「すべての

学校に人を配置するのは難しい」学校に人を配置するのは難しい」という。という。ふふ

じみの地域じみの地域（富士見市、（富士見市、ふじみ野市、ふじみ野市、三芳町三芳町

のの22 市１町）市１町）では、では、人口の人口の1.21.2％にあたる約％にあたる約

3,0003,000人が外国人だが、人が外国人だが、日本語教育が必要な子日本語教育が必要な子

供が各学校に供が各学校に11～～22名という少数点在地域であ名という少数点在地域であ

るため、るため、こうした国や自治体の日本語指導のこうした国や自治体の日本語指導の

制度が届かない。制度が届かない。そのため、そのため、ふじみの地域のふじみの地域の

外国籍の子供への指導は、外国籍の子供への指導は、熱心なボランティ熱心なボランティ

アの活動により、アの活動により、支えられている。支えられている。

　日本に来たばかりなどの理由で、　日本に来たばかりなどの理由で、日本語が日本語が

まったくわからない子供たちにまず行われるまったくわからない子供たちにまず行われる

のがのが「取り出し授業」「取り出し授業」だ。だ。ほかの子供が通常ほかの子供が通常

の授業を受けている間、の授業を受けている間、別室で個別に日本語別室で個別に日本語

指導や教科補充指導をする。指導や教科補充指導をする。国語、国語、社会、社会、理理

科等、科等、言葉の面で比較的、言葉の面で比較的、授業を受けること授業を受けること

が難しい時間を選んで、が難しい時間を選んで、週週55～～1010時間、時間、22～～33

名が協力して指導する。名が協力して指導する。その日の学習内容やその日の学習内容や

子供の様子を日報に書き、子供の様子を日報に書き、ボランティア同士ボランティア同士

で指導の進捗状況などを共有しながら進めらで指導の進捗状況などを共有しながら進めら

れる。れる。

　取り出し授業を半年ほど続けると、　取り出し授業を半年ほど続けると、ある程ある程

度日常会話が理解できるようになるが、度日常会話が理解できるようになるが、授業授業

内容を理解するのは難しい。内容を理解するのは難しい。その段階になるその段階になる

と、と、今度は教室に一緒に入って、今度は教室に一緒に入って、先生の話し先生の話し

特集特集  FICEC  FICEC の活動紹介の活動紹介

外国籍の子供たちへの日本語指導外国籍の子供たちへの日本語指導

両親、両親、またはどちらかの親が外国籍のため、またはどちらかの親が外国籍のため、日本語が出来なかったり、日本語が出来なかったり、宿題が見てもらえな宿題が見てもらえな

かったりする子供たちに、かったりする子供たちに、ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））ではでは「日本語で教える」「日本語で教える」方法方法

を用いて、を用いて、「取り出し授業」「取り出し授業」「入り込み授業」「入り込み授業」「国際子供クラブ」「国際子供クラブ」という３つの形で、という３つの形で、日本語や日本語や

教科内容などを指導している。教科内容などを指導している。

ハローフレンズハローフレンズ 2006 2006年年88月号　月号　 www.ficec.jp www.ficec.jp22

学校へのボランティアの派遣学校へのボランティアの派遣：：「取り出し授業」「取り出し授業」「入り込み授業」「入り込み授業」

センターで子供たちに日本語、センターで子供たちに日本語、教科指導教科指導：：「国際子供クラブ」「国際子供クラブ」

ボランティアに支えられているボランティアに支えられている

日本語指導日本語指導

取り出し授業取り出し授業

入り込み授業入り込み授業



ている内容をやさしい日本語に言い換えるなている内容をやさしい日本語に言い換えるな

どして、どして、「黒子のように」「黒子のように」補助する。補助する。それがそれが「入「入

り込み授業」り込み授業」だ。だ。日本語の初期の指導から、日本語の初期の指導から、中中

級に移行する時期に行われる。級に移行する時期に行われる。ただ、ただ、入り込入り込

み授業の場合は、み授業の場合は、子供や学校の希望や状況に子供や学校の希望や状況に

応じて行われている。応じて行われている。

　「国際子供クラブ」　「国際子供クラブ」は、は、FICECFICECにおいて毎週において毎週

土曜日に土曜日に22時間、時間、日本語指導や、日本語指導や、学校からの宿学校からの宿

題、題、定期テストや受験の準備など、定期テストや受験の準備など、取り出し取り出し

授業や入り込み授業の補習的役割を兼ねて行授業や入り込み授業の補習的役割を兼ねて行

われている。われている。

　　FICECFICECが最初に子供に対する日本語指導を始が最初に子供に対する日本語指導を始

めたのが、めたのが、この国際子供クラブだ。この国際子供クラブだ。始まった始まった

19971997年頃は月年頃は月22回だったが、回だったが、20022002年に学校年に学校55

日制が導入されてからは、日制が導入されてからは、毎週土曜日、毎週土曜日、継続継続

的に行われている。的に行われている。日本語初心者が多い時期日本語初心者が多い時期

には、には、夏休みや冬休みなどの長期休暇中も、夏休みや冬休みなどの長期休暇中も、日日

本語指導を行っていて、本語指導を行っていて、この夏も、この夏も、毎日熱心毎日熱心

に通ってくる生徒に対応している。に通ってくる生徒に対応している。

　子供たちは、　子供たちは、学校ではすぐには同級生たち学校ではすぐには同級生たち

の輪の中にも入れないが、の輪の中にも入れないが、このクラブに来るこのクラブに来る

と他にも自分と同じ状況の子供がいることをと他にも自分と同じ状況の子供がいることを

知り、知り、勇気づけられる。勇気づけられる。そうした意味でも、そうした意味でも、ここ

のクラブが子供たちにとってきわめて重要なのクラブが子供たちにとってきわめて重要な

場ともなっている。場ともなっている。

　　20052005年度には、年度には、ふじみ野市でふじみ野市で55人の子供た人の子供た

ちがちがFICECFICECから派遣されたから派遣された77人のボランティア人のボランティア

により日本語指導を受けた。により日本語指導を受けた。中には、中には、11時間目時間目

を指導してから職場に出勤するというようなを指導してから職場に出勤するというような

人もいる。人もいる。取り出し授業、取り出し授業、入り込み授業、入り込み授業、国国

際子供クラブで子供たちの指導に携わってい際子供クラブで子供たちの指導に携わってい

る梶加寿子さんと戸塚咸子さんに日本語指導る梶加寿子さんと戸塚咸子さんに日本語指導

に関わったきっかけなどを聞いた。に関わったきっかけなどを聞いた。

　梶さんは、　梶さんは、近所に引っ越してきた外国人一近所に引っ越してきた外国人一

家と知り合い、家と知り合い、役所への手続きや、役所への手続きや、保育園の保育園の

送り迎えなどを手伝うことになった。送り迎えなどを手伝うことになった。それまそれま

で、で、まったく外国人との接点がない生活をまったく外国人との接点がない生活を

送っていたため最初はとまどったが、送っていたため最初はとまどったが、こうしこうし

た手伝いをすることで、た手伝いをすることで、外国人が日本で暮ら外国人が日本で暮ら

すたいへんさに、すたいへんさに、改めて気づいた。改めて気づいた。情報を求情報を求

め、め、ボランティア講座などに参加するうち、ボランティア講座などに参加するうち、1010

年前の年前のFICECFICECの立ち上げ当初から、の立ち上げ当初から、活動にも関活動にも関

わることになった。わることになった。

　戸塚さんは、　戸塚さんは、小学校教師を小学校教師を33年前に退職。年前に退職。在在

職時に、職時に、FICECFICECが学校でが学校で「国際理解講座」「国際理解講座」をしをし

ていたことからなじみがあり、ていたことからなじみがあり、日本語指導の日本語指導の

ボランティアを始めた。ボランティアを始めた。

　この活動を通して梶さんたちが思うのは、　この活動を通して梶さんたちが思うのは、

日本語指導の大切さに加え、日本語指導の大切さに加え、「誰かから応援さ「誰かから応援さ

れている」れている」ということが、ということが、いかに子供たちのいかに子供たちの

励みになるかということ。励みになるかということ。子供たちは、子供たちは、慣れ慣れ

ない日本の土地と学校で、ない日本の土地と学校で、大きな不安を抱い大きな不安を抱い

ている。ている。そんなとき、そんなとき、クラスにクラスに11人でも自分の人でも自分の

ことを気にしてくれる同級生や先生がいるとことを気にしてくれる同級生や先生がいると

心強い。心強い。たとえば、たとえば、体育や音楽で教室を移動体育や音楽で教室を移動

するといった、するといった、事情がわからないときの手助事情がわからないときの手助

けのような小さなことでも、けのような小さなことでも、周りの子供が自周りの子供が自

分でできることを考え協力することで、分でできることを考え協力することで、外国外国

から来た子供たちも孤独感から解放される。から来た子供たちも孤独感から解放される。

そして、そして、日本語指導ボランティアが常に寄り日本語指導ボランティアが常に寄り

添っていることで、添っていることで、子供たちの心が安定し、子供たちの心が安定し、日日

本の生活に慣れていくための意欲が生まれる本の生活に慣れていくための意欲が生まれる

とのこと。とのこと。「日本語がわかってくると、「日本語がわかってくると、子供た子供た

ちが目に見えて明るい表情になってきます。ちが目に見えて明るい表情になってきます。

その表情の変化や笑顔、その表情の変化や笑顔、たくましく生きる姿たくましく生きる姿

を見るとすごくうれしい」を見るとすごくうれしい」と、と、梶さん、梶さん、戸塚戸塚

さんは話している。さんは話している。

（取材（取材：：上原美樹、上原美樹、斉藤恵子、斉藤恵子、高橋良子、高橋良子、内藤忍）内藤忍）
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国際子供クラブ国際子供クラブ

子供たちの明るい表情が子供たちの明るい表情が

活動の支え活動の支え
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　懇談会は、　懇談会は、11回回22時間、時間、計計66時間にわたり、時間にわたり、外外

国人の生活状況や地域に対する感想などの意国人の生活状況や地域に対する感想などの意

見が出された。見が出された。その中で主な内容は次のとおその中で主な内容は次のとお

り。り。

１）１）外国人にかかわる課題外国人にかかわる課題

・・外国人にかかわる問題のほとんどが外国人にかかわる問題のほとんどが「日本「日本

語がわからない」語がわからない」ことに起因している。ことに起因している。日本日本

語ができない場合、語ができない場合、学校の先生、学校の先生、行政職員、行政職員、地地

域住民などとの意志の疎通ができないため、域住民などとの意志の疎通ができないため、

不安を抱える。不安を抱える。

・・外国人を対象とした交流の場や、外国人を対象とした交流の場や、行政の相行政の相

談サービスもあるが、談サービスもあるが、そうした情報が外国人そうした情報が外国人

に届いていない。に届いていない。

・・子どもの教育については、子どもの教育については、ことに大きな問ことに大きな問

題がある。題がある。外国から来た子どもが日本の学校外国から来た子どもが日本の学校

に入った際、に入った際、きちっとした日本語教育を受けきちっとした日本語教育を受け

させないと、させないと、ストレスが大きくなる。ストレスが大きくなる。

・・外国人と近隣とのコミュニケーションはお外国人と近隣とのコミュニケーションはお

おむね取れていない。おむね取れていない。ゴミの出し方などにつゴミの出し方などにつ

いても誤解を受けたりすることがある。いても誤解を受けたりすることがある。

　いま、　いま、日本には約日本には約200200 万人、万人、人口の人口の1.551.5 5％の外国人が生活している。％の外国人が生活している。平成平成1717

年年 1010 月に新しい市となった埼玉県ふじみ野市にも、月に新しい市となった埼玉県ふじみ野市にも、人口の人口の11％以上の％以上の1,1 001 , 1 0 0 人人

の外国人が暮らしている。の外国人が暮らしている。こうした外国から来た人たちと日本人とが、こうした外国から来た人たちと日本人とが、お互いお互い

に住みよい町として暮らしていくためには、に住みよい町として暮らしていくためには、市や市民全体が異文化に対する理市や市民全体が異文化に対する理

解を深め、解を深め、さらには風俗さらには風俗・・習慣などの異なる外国籍の人たちが、習慣などの異なる外国籍の人たちが、日本でどのよ日本でどのよ

うに暮らしているかといった実態などを把握していく必要もある。うに暮らしているかといった実態などを把握していく必要もある。

　そうした施策の一つとして、　そうした施策の一つとして、ふじみ野市が平成ふじみ野市が平成 1 71 7 年度事業として行ったの年度事業として行ったの

が、が、「外国籍市民市政調査」「外国籍市民市政調査」だ。だ。この調査報告書は、この調査報告書は、今年今年 33 月に出されている月に出されている

が、が、その中からポイントとなる事柄を紹介しておきたい。その中からポイントとなる事柄を紹介しておきたい。

「平成「平成 1 71 7 年度ふじみ野市外国籍市民市政調査」年度ふじみ野市外国籍市民市政調査」の結果からの結果から

ReportReport

懇談会での意見聴取と懇談会での意見聴取と

アンケート調査アンケート調査

　　NPONPO のふじみの国際交流センターのふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））

は、は、すでに約すでに約1010年にわたり、年にわたり、外国籍市民への外国籍市民への

生活支援や国際交流活動の実績があることか生活支援や国際交流活動の実績があることか

ら、ら、今回の調査は、今回の調査は、ふじみ野市から同センターふじみ野市から同センター

に事業委託する形で行われた。に事業委託する形で行われた。調査の方法は調査の方法は

次の２つ。次の２つ。

１）１）懇談会懇談会

　市内在住の外国籍市民による懇談会を開催　市内在住の外国籍市民による懇談会を開催

し、し、その話し合いの中から、その話し合いの中から、市政に対する意市政に対する意

見などを吸い上げる。見などを吸い上げる。懇談会は懇談会は33回開催された回開催された

が、が、進行役進行役（ファシリテーター）（ファシリテーター）を埼玉大学を埼玉大学

共生社会研究センターの藤林泰氏が務め、共生社会研究センターの藤林泰氏が務め、毎毎

回回1313人の外国籍市民が参加して行われた。人の外国籍市民が参加して行われた。

２）２）アンケート調査アンケート調査

　ふじみ野市の周辺市町　ふじみ野市の周辺市町（ふじみ野市、（ふじみ野市、富士富士

見市、見市、三芳町）三芳町）に在住するに在住する5050人の外国籍市民人の外国籍市民

に、に、面接方式でのアンケート調査を実施した。面接方式でのアンケート調査を実施した。

　報告書では、　報告書では、この２つの調査それぞれにつこの２つの調査それぞれにつ

いて、いて、その結果が詳しく紹介されている。その結果が詳しく紹介されている。

懇談会から懇談会から

明らかになったこと明らかになったこと

外国籍市民の生活実態を調査外国籍市民の生活実態を調査　　ふじみ野市　　ふじみ野市

外国人にとっても住みやすい町づくりの方向を探る外国人にとっても住みやすい町づくりの方向を探る
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・・外国人に住宅を貸す不動産の持ち主が少な外国人に住宅を貸す不動産の持ち主が少な

く、く、保証人制度にも苦労している。保証人制度にも苦労している。

２）２）外国籍市民が努力すべきこと外国籍市民が努力すべきこと

・・日本語を勉強することはきわめて大切。日本語を勉強することはきわめて大切。

・・恥ずかしがらずに、恥ずかしがらずに、声をあげて近隣の人た声をあげて近隣の人た

ちとの関係を築いていく。ちとの関係を築いていく。

・・市の情報誌などは、市の情報誌などは、こまめに読んで情報収こまめに読んで情報収

集をしていく。集をしていく。

・・公民館の催しやサークルに参加するなど、公民館の催しやサークルに参加するなど、

自然な国際交流を心がける。自然な国際交流を心がける。

３）３）日本人が努力すべきこと日本人が努力すべきこと

・・外国人が孤立してしまわないよう、外国人が孤立してしまわないよう、手を貸手を貸

して協力していく。して協力していく。

・・ゴミの出し方などは、ゴミの出し方などは、実際に種類別にゴミ実際に種類別にゴミ

を分類するなどして教える。を分類するなどして教える。

・・困っている外国人には、困っている外国人には、市の相談窓口など市の相談窓口など

を教える。を教える。

　アンケートでは、　アンケートでは、100100項目以上にわたり、項目以上にわたり、生生

活全般、活全般、教育、教育、医療、医療、子育てなどについて、子育てなどについて、外外

国籍市民の実態調査を行っている。国籍市民の実態調査を行っている。ここではここでは

その調査結果のいくつかを紹介しておきたい。その調査結果のいくつかを紹介しておきたい。

（回答数（回答数：：5050人）人）

１）１）教育についての回答教育についての回答

・・「日本の学校には入りにくいと思うか」「日本の学校には入りにくいと思うか」といとい

う質問には、う質問には、「入りにくい」「入りにくい」がが22人、人、「そうは思「そうは思

わない」わない」がが3232人だった。人だった。

・・「日本の学校に不満はあるか」「日本の学校に不満はあるか」には、には、「ある」「ある」

がが1616人、人、「ない」「ない」が８人だった。が８人だった。その不満の内その不満の内

容は、容は、「いじめ」「いじめ」「学校からの手紙が読めない」「学校からの手紙が読めない」

「他の親とのコミュニケーションがとれない」「他の親とのコミュニケーションがとれない」

など。など。

・・「子どもは学校に通っているか」「子どもは学校に通っているか」という質問という質問

には、には、8888％が％が「日本の学校に通っている」「日本の学校に通っている」とと

答えているが、答えているが、1212％は％は「どこにも通っていな「どこにも通っていな

い」い」と、と、不登校の状態であることが明らかに不登校の状態であることが明らかに

・・子どもが外国人に偏見を持たないよう、子どもが外国人に偏見を持たないよう、いい

ろいろな文化が地域に存在することなどを教ろいろな文化が地域に存在することなどを教

えていく。えていく。

４）４）行政が努力すべきこと行政が努力すべきこと

・・外国人向けのパンフレット等を確実に外国外国人向けのパンフレット等を確実に外国

人のもとに届くように努力する。人のもとに届くように努力する。

・・外国人はひらがなやローマ字は読めること外国人はひらがなやローマ字は読めること

が多い。が多い。そこで、そこで、市の施設などにひらがなや市の施設などにひらがなや

ローマ字で読みを付記するのは有効な方法とローマ字で読みを付記するのは有効な方法と

なる。なる。また、また、外国人に関係の深い課には、外国人に関係の深い課には、各各

種情報の翻訳版を置いておく。種情報の翻訳版を置いておく。

・・日本語能力ゼロの外国籍の子どもについて日本語能力ゼロの外国籍の子どもについて

は、は、11学年下に編入させるなどの優遇措置を考学年下に編入させるなどの優遇措置を考

える。える。

・・外国籍の子どもの学習を保障するため、外国籍の子どもの学習を保障するため、日日

本語指導を制度化したり、本語指導を制度化したり、ボランティア養成ボランティア養成

講座などを開いて指導者を増加させる。講座などを開いて指導者を増加させる。

なっている。なっている。

２）２）医療についての回答医療についての回答

　アンケートの回答では、　アンケートの回答では、おおむね大きな不おおむね大きな不

満はないように感じられるが、満はないように感じられるが、「日本の病院代「日本の病院代

は高いか」は高いか」という質問には、という質問には、「高い」「高い」という答という答

えがえが4040、、「安い」「安い」という答えがという答えが1010で、で、やはりやはり

高いと感じている人が多い。高いと感じている人が多い。

３）３）生活全般についての回答生活全般についての回答

・・「仕事を探すときに差別を感じたことがある「仕事を探すときに差別を感じたことがある

か」か」という質問には、という質問には、2020人が人が「ない」「ない」と答えと答え

ているが、ているが、1414人は人は「ある」「ある」と答えている。と答えている。

・・「日本でこれからやってみたいこと」「日本でこれからやってみたいこと」に対すに対す

る答えとしては、る答えとしては、「就職したい」「就職したい」「運転免許が「運転免許が

取りたい」取りたい」「パソコン、「パソコン、漢字の勉強」漢字の勉強」「旅行が「旅行が

したい」したい」などの回答があった。などの回答があった。

・・さらに、さらに、「ふじみ野市にしてほしいこと」「ふじみ野市にしてほしいこと」にに

ついての回答では、ついての回答では、「お知らせを母国語でほし「お知らせを母国語でほし

い」い」「生活相談をしてほしい」「生活相談をしてほしい」「いろんな表示「いろんな表示

をローマ字にしてほしい」をローマ字にしてほしい」「外国の文化や料理「外国の文化や料理

を紹介する機会をつくってほしい」を紹介する機会をつくってほしい」などとなどと

いった答えがあった。いった答えがあった。

（取材（取材：：篠島幹昌、篠島幹昌、内藤忍）内藤忍）

アンケート調査からアンケート調査から

明らかになったこと明らかになったこと
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　平成　平成1818年年66月月1818日、日、ふじみの国際交流センふじみの国際交流セン

ターター（（FICECFICEC））の総会が開催され、の総会が開催され、平成平成1717年度年度

の事業報告の事業報告（予算報告）、（予算報告）、そしてそして1818年度の事業年度の事業

計画計画（予算）（予算）を審議して、を審議して、承認された。承認された。

在日外国人とセンターの役割在日外国人とセンターの役割

　外国人登録者数は年々増加し、　外国人登録者数は年々増加し、平成平成1616年末年末

にはには197197万人、万人、日本全人口の日本全人口の1.551.55％に達し、％に達し、昨昨

年度は年度は200200万人を越えたと推定される。万人を越えたと推定される。22市市11

町の外国人も町の外国人も1717 年末で年末で3,0183,018 人人（富士見市（富士見市

1,4381,438、、ふじみ野市ふじみ野市1,1551,155、、三芳町三芳町425425））となっとなっ

た。た。これら外国人は言葉の問題や、これら外国人は言葉の問題や、風俗習慣、風俗習慣、

文化の違いから日常生活上、文化の違いから日常生活上、悩み事、悩み事、トラブトラブ

ルを抱えた人たちも少なくない。ルを抱えた人たちも少なくない。

　　FICECFICECはこれら外国人が日本人と差別なく生はこれら外国人が日本人と差別なく生

活できるよう、活できるよう、生活相談生活相談・・多言語情報の発信多言語情報の発信・・

日本語学習支援等による自立支援と地域住民日本語学習支援等による自立支援と地域住民

と外国人との協力と外国人との協力･･交流を促進し、交流を促進し、異文化共生異文化共生

のまちづくりを目指し活動を続けてきたが、のまちづくりを目指し活動を続けてきたが、

今後その役割は益々大きくなると思われる。今後その役割は益々大きくなると思われる。

センターの開放日数と出入人数センターの開放日数と出入人数

　　1717年度センターは年度センターは337337日間オープンし、日間オープンし、ここ

こで活動したスタッフは延べこで活動したスタッフは延べ2,4282,428名、名、来訪者来訪者

は延べは延べ2,6252,625名、名、合計合計5,0535,053名であった。名であった。このこの

内外国人は内外国人は1,0401,040名である。名である。毎日毎日1515名の人が名の人が

ここを訪れここを訪れ（（11日あたり日あたり7.27.2名のスタッフと名のスタッフと7.87.8

名の訪問者）、名の訪問者）、そのうちそのうち33名が外国人であった名が外国人であった

ことになる。ことになる。

　なお、　なお、FICECFICECの主な事業分野は下表のとおりの主な事業分野は下表のとおり

となっている。となっている。

（文責（文責：：荒田光男、荒田光男、内藤忍）内藤忍）

ReportReport

ふじみの国際交流センター総会開催ふじみの国際交流センター総会開催
センターの役割と平成センターの役割と平成 1 71 7 年度の活動実績年度の活動実績
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　ふじみの国際交流センターでは、　ふじみの国際交流センターでは、英語、英語、中中

国語、国語、韓国語など、韓国語など、さまざまな外国語教室がさまざまな外国語教室が

開かれていますが、開かれていますが、ポルトガル語教室もそのポルトガル語教室もその

ひとつ。ひとつ。先生はブラジル出身の三矢百合子さ先生はブラジル出身の三矢百合子さ

んで、んで、生徒は三矢さんから言葉だけではなく生徒は三矢さんから言葉だけではなく

て、て、さまざまなブラジルの文化なども教えてさまざまなブラジルの文化なども教えて

もらいます。もらいます。その一環として、その一環として、77月月1111日には日には

ブラジル料理教室が開かれました。ブラジル料理教室が開かれました。

　料理の内容は、　料理の内容は、ピラフに豆料理、ピラフに豆料理、ステーキ、ステーキ、

料理の作り方　料理の作り方　（材料はいずれも（材料はいずれも 77 ～～ 88 人分）人分）

ポルトガル語教室でブラジル料理ポルトガル語教室でブラジル料理

外国料理を作って食べよう！外国料理を作って食べよう！

ピラフ、ピラフ、ステーキ、ステーキ、

豆料理、豆料理、サラダサラダ

サラダ。サラダ。ピラフは、ピラフは、お米をたまねぎなどと一緒お米をたまねぎなどと一緒

に炒めてから炊く本格的なもの。に炒めてから炊く本格的なもの。ステーキは、ステーキは、

牛肉を塩やスパイスに漬け込んだ後で焼いた牛肉を塩やスパイスに漬け込んだ後で焼いた

香ばしいもの。香ばしいもの。参加者は三矢さんを手伝って、参加者は三矢さんを手伝って、

こうした料理を一緒に作り、こうした料理を一緒に作り、さらに作り終えさらに作り終え

た後はブラジルの話題で盛り上がりながらのた後はブラジルの話題で盛り上がりながらの

楽しい食事会となりました。楽しい食事会となりました。

（レシピ紹介（レシピ紹介：：阿澄康子）阿澄康子）

アホイスシンプレスアホイスシンプレス
　（ガーリックライス）　（ガーリックライス）
材料材料
　米　米66 合合：：洗って水切り洗って水切り
　たまねぎ半分　たまねぎ半分：：みじん切りみじん切り
　にんにく　にんにく33 分の分の11：：すりおろすすりおろす
　オリーブオイル大さじ　オリーブオイル大さじ11 杯杯
作り方作り方
１．１．大きめのフライパンにオリー大きめのフライパンにオリー
ブオイルを入れ、ブオイルを入れ、みじん切りにみじん切りに
したたまねぎをきつね色になるしたたまねぎをきつね色になる
ぐらいよく炒めてから、ぐらいよく炒めてから、おろしおろし
にんにくを入れ、にんにくを入れ、さらに炒める。さらに炒める。
それから、それから、水切りした米を入れ水切りした米を入れ
てて55～～66分炒めて、分炒めて、塩大さじ塩大さじ11杯杯
入れる入れる（好みで加減する）。（好みで加減する）。

２．２．フライパンの中身を炊飯器にフライパンの中身を炊飯器に

ビッフィビッフィ（ステーキ）（ステーキ）
材料材料
・・ステーキ用牛肉ステーキ用牛肉1500g1500g
・・漬け込み用たれ漬け込み用たれ：：塩大さじ塩大さじ11 杯、杯、
コショウ大さじコショウ大さじ11杯、杯、酢酢50cc50cc、、酒酒
大さじ大さじ11杯、杯、すりおろしにんにくすりおろしにんにく
大さじ大さじ11 杯杯

作り方作り方
　肉をたれに　肉をたれに3030 分間漬け込み、分間漬け込み、油油
をひいたフライパンで焼く。をひいたフライパンで焼く。

　入れ、　入れ、普通のごはんの要領普通のごはんの要領（水（水
加減など）加減など）で炊く。で炊く。

フェジョンフェジョン（うずら豆料理）（うずら豆料理）
材料材料
・・うずら豆うずら豆300g300g：：一晩水に浸して一晩水に浸して
おくおく

・・ベーコンベーコン120g120g：：細切り細切り
・・たまねぎ半分たまねぎ半分：：スライスに切るスライスに切る
・・にんにくにんにく22 片片
・・塩、塩、オリーブオイルオリーブオイル
作り方作り方
１．１．うずら豆を圧力鍋に入れ、うずら豆を圧力鍋に入れ、豆豆
の量のの量の22 倍の水を入れて倍の水を入れて1515 分間分間
煮る。煮る。

　（普通の鍋の場合は、　（普通の鍋の場合は、水を途中水を途中
で足しながらやわらかくなるまで足しながらやわらかくなるま
で煮る）で煮る）

２．２．フライパンにオリーブオイルフライパンにオリーブオイル
をいれ、をいれ、にんにく、にんにく、たまねぎをたまねぎを
炒め、炒め、ベーコンを加えて炒める。ベーコンを加えて炒める。
次に煮えたうずら豆を、次に煮えたうずら豆を、お玉お玉22～～
33 杯分だけ加えてさらに炒める。杯分だけ加えてさらに炒める。

３．３．フライパンの中身を圧力鍋にフライパンの中身を圧力鍋に
移してさらに煮る。移してさらに煮る。最後に塩で最後に塩で
味付けをする味付けをする（好みで加減す（好みで加減す
る）。る）。

サラダクルアサラダクルア
材料材料
・・パルミットパルミット（やしの芽の水煮）（やしの芽の水煮）
・・ビーツビーツ（さとうきび）（さとうきび）
・・レタス、レタス、キュウリ、キュウリ、トマトトマト
・・ドレッシングドレッシング：：酢、酢、オリーブオオリーブオ
イル、イル、塩、塩、コショウコショウ

作り方作り方
　パルミットは適当な大きさの斜　パルミットは適当な大きさの斜
め切り、め切り、ビーツはいちょう切りにビーツはいちょう切りに
する。する。それにレタス、それにレタス、キュウリをキュウリを
加えてドレッシングで和える。加えてドレッシングで和える。



特定非営利活動法人特定非営利活動法人ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター
〒〒 356-0004 356-0004 埼玉県ふじみ野市上福岡埼玉県ふじみ野市上福岡 5-4-255-4-25

TelTel ：： 049-256-4290049-256-4290　　FaxFax ：： 049-256-4291049-256-4291

生活相談専用電話生活相談専用電話 ：： 049-269-6450049-269-6450　　

センターの活動をご支援くださいセンターの活動をご支援ください

会員会員 ・・ 賛助会員賛助会員 ・・ 寄付のご案内寄付のご案内

●活動を担う会員……正会員●活動を担う会員……正会員

　正会員は、　正会員は、スタッフなどとして活動を担っていただく会員スタッフなどとして活動を担っていただく会員

です。です。 この会員は、この会員は、 総会などでの議決権をもちます。総会などでの議決権をもちます。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口 3,0003,000 円、円、 団体１口団体１口 10,00010,000 円円

●センターを財政的に支える会員……賛助会員●センターを財政的に支える会員……賛助会員

　賛助会員は、　賛助会員は、センターを財政的に支えていただく会員でセンターを財政的に支えていただく会員で

す。す。総会等での議決権はありませんが、総会等での議決権はありませんが、センターのイベンセンターのイベン

トなどのご案内や、トなどのご案内や、 機関誌をお送りいたします。機関誌をお送りいたします。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口 3,0003,000 円、円、 団体１口団体１口 10,00010,000 円円

ハローフレンズハローフレンズ 2006 2006年年88月号　月号　 www.ficec.jp www.ficec.jp88

編集スタッフ編集スタッフ

発行者発行者 ：： 石井ナナエ石井ナナエ （センター理事長）（センター理事長）

編集委員編集委員 （（5050音順）音順） ：： 青木和雄、青木和雄、 秋山理恵、秋山理恵、 阿澄康子、阿澄康子、

荒田光男、荒田光男、 岩田仁、岩田仁、 上島直美、上島直美、 上原美樹、上原美樹、 王祺、王祺、 王王

賛博、賛博、 川田明香、川田明香、 黄耀潤、黄耀潤、 斉藤恵子、斉藤恵子、 篠島幹昌、篠島幹昌、 高高

橋良子、橋良子、 内藤忍、内藤忍、 長谷川正江、長谷川正江、 広木加代子、広木加代子、 山崎友理山崎友理

●●20052005年年44月～月～ （（5050音順音順 ・・敬称略）敬称略）
青木和雄、青木和雄、 阿澄康子、阿澄康子、 穴沢エミリン、穴沢エミリン、 荒田光男、荒田光男、 石井ナナヱ、石井ナナヱ、

伊藤智明、伊藤智明、 伊藤真弓、伊藤真弓、 岩田ひさよ、岩田ひさよ、 岩田仁、岩田仁、 上島直美、上島直美、 エスエス

コラピアス修道士会、コラピアス修道士会、 江原工業、江原工業、 海老原夕美、海老原夕美、 遠藤宏子、遠藤宏子、 大大

関優、関優、 太田原裕、太田原裕、 小沢ビクトリア、小沢ビクトリア、 小原富明、小原富明、 （株）（株） オムテック、オムテック、

葛西敦子、葛西敦子、 加藤久美子、加藤久美子、 カトリック教会、カトリック教会、 金子朝子、金子朝子、 金子忠弘、金子忠弘、

神田順子、神田順子、 金文玉、金文玉、 栗島三千代、栗島三千代、 候、候、 国際ソロプチミスト、国際ソロプチミスト、 後後

藤泰博、藤泰博、 サークルクムスタカ、サークルクムスタカ、 庄子一雄、庄子一雄、 申常午、申常午、 菅山修二、菅山修二、

鈴木譲二、鈴木譲二、 鈴木美佐子、鈴木美佐子、 高橋郁子、高橋郁子、 武田和子、武田和子、 田中正江、田中正江、チョチョ

ン玄淑、ン玄淑、 常西カツエ、常西カツエ、 寺村壁如、寺村壁如、 戸塚咸子、戸塚咸子、 内藤忍、内藤忍、 仲田京仲田京

子、子、 中村禎作、中村禎作、 萩原千代子、萩原千代子、 橋本弘美、橋本弘美、 長谷川正江、長谷川正江、 羽石羽石

貴裕、貴裕、 東入間地区遊技業組合、東入間地区遊技業組合、 広木加代子、広木加代子、 藤林泰、藤林泰、 三芳ア三芳ア

ジア友の会、ジア友の会、 百瀬滉、百瀬滉、 矢野やす子、矢野やす子、 山崎友理、山崎友理、 若林祥文若林祥文
会員、会員、 賛助会員にはこの機関紙をお送りします賛助会員にはこの機関紙をお送りします

●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります

　ふじみの国際交流センターは、　ふじみの国際交流センターは、 国税庁からの認定を受けた国税庁からの認定を受けた 「認「認

定定NPONPO法人」法人」 ですので、ですので、 ご寄付は、ご寄付は、 法人であれば損金参入が認法人であれば損金参入が認

められ、められ、 個人であれば寄付控除の対象となります。個人であれば寄付控除の対象となります。

ご寄付をいただいた方々ご寄付をいただいた方々

ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

■編集委員になって■編集委員になって22回目の発行になりま回目の発行になりま

すが、すが、 まだまだまともな原稿は書けず、まだまだまともな原稿は書けず、 編編

集長には迷惑かけっぱなしです集長には迷惑かけっぱなしです ・・ ・・ ・・ いい

つか編集長をうならす記事つか編集長をうならす記事 （企画、（企画、 取材、取材、

原稿）原稿） を書いてみたいと思っています。を書いてみたいと思っています。 よよ

ろしくお願いします！ろしくお願いします！ （篠島）（篠島）

■■ 「必要なのは、「必要なのは、 速く歩くことではなく、速く歩くことではなく、 歩歩

き続けることだ。」き続けることだ。」 先日、先日、 久し振りに訪ね久し振りに訪ね

た母校で出会った言葉です。た母校で出会った言葉です。 一期一会。一期一会。

たくさんの人や言葉と出会い、たくさんの人や言葉と出会い、 大切にした大切にした

編集後記編集後記

いです。いです。 （上原）（上原）

■実は私、■実は私、 初めてのことだらけで、初めてのことだらけで、 まだなまだな

かなかいい仕事はできていません。かなかいい仕事はできていません。 しかしか

し、し、 これをきっかけにセンターの活動や編これをきっかけにセンターの活動や編

集の作業など知ることができ、集の作業など知ることができ、 とても良いとても良い

経験をさせていただいています。経験をさせていただいています。 この経この経

験が生かせるよう頑張ります。験が生かせるよう頑張ります。 （高橋）（高橋）

■今後の記事でいろんな国の料理をとりあ■今後の記事でいろんな国の料理をとりあ

げるそうです。げるそうです。 レシピもあったり！おいしレシピもあったり！おいし

いもの好きなので、いもの好きなので、 楽しみです！楽しみです！ （川田）（川田）

郵便振替口座郵便振替口座 ：： 00110-0-36951100110-0-369511
口座名口座名 ：：ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター

あなたも編集委員会に加わってください。あなたも編集委員会に加わってください。 大歓迎です。大歓迎です。

中国語教室中国語教室
学習者の中国語能力によ学習者の中国語能力によ
り、り、初級、初級、中級上級に分中級上級に分
かれて学習します。かれて学習します。
●毎週金曜日●毎週金曜日
　午前　午前1010時～時～1212時時
冷暖房冷暖房11回回200200～～300300円円

韓国語教室韓国語教室
韓国語初級講座。韓国語初級講座。韓国人韓国人
の先生が、の先生が、やさしく丁寧やさしく丁寧
に教えてくれます。に教えてくれます。
●毎週月曜日●毎週月曜日
　午前　午前1010時～時～1212時時
受講料受講料：：１回１回500500円円

ポルトガル語教室ポルトガル語教室
ブラジルで通訳の仕事ブラジルで通訳の仕事
をしていた方が指導しをしていた方が指導し
てくれています。てくれています。
●毎週火曜日●毎週火曜日
　午前　午前1010時～時～1212時時
受講料受講料：：１回１回10001000円円

英会話教室英会話教室
初心者を対象としたス初心者を対象としたス
クールです。クールです。グループでグループで
楽しみながら勉強します。楽しみながら勉強します。
●毎週水曜日●毎週水曜日
　午後　午後77時～時～
受講料受講料：：月月44回回40004000円円

日本語教室日本語教室
「生活に役立つ日本語の「生活に役立つ日本語の
習得」習得」を目標に、を目標に、日本人日本人
が日本語で教える教室。が日本語で教える教室。
●毎週木曜日●毎週木曜日
　午前　午前1010時～時～1212時時
受講料受講料：：無料無料

国際こどもクラブ国際こどもクラブ
日本語が不自由なこども日本語が不自由なこども
たちに日本語や勉強を教たちに日本語や勉強を教
えます。えます。
●毎週土曜日●毎週土曜日
　午前　午前1010時～時～1212時時
受講料受講料：：無料無料

パソコン教室パソコン教室
外国人、外国人、日本人にパソコ日本人にパソコ
ンの技術指導をします。ンの技術指導をします。
●月２回土曜日開催●月２回土曜日開催
　午後　午後11時～時～33時時
受講料受講料：：日本人日本人10001000円円
　　　　外国人　　　　外国人300300円円

国際スポーツクラブ国際スポーツクラブ
上福岡の中学校体育館で上福岡の中学校体育館で
バスケットボールを楽しバスケットボールを楽し
みます。みます。
●毎週日曜日●毎週日曜日
　午後　午後77時～時～99時半時半
参加費参加費：：無料無料

ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター （（FICECFICEC）） のスクール、のスクール、 クラブクラブ

■■FICECFICECは、は、 「それぞれができることを無「それぞれができることを無

理なくやる」理なくやる」 ということがモットーのボランということがモットーのボラン

ティア団体。ティア団体。私も、私も、「無理なく」「無理なく」の反面、の反面、「本「本

当はこうすべきなのに、当はこうすべきなのに、 （時間や労力の制（時間や労力の制

約から）約から） できない」できない」 ことがよくあります。ことがよくあります。 そそ

んな状態なのに、んな状態なのに、 「いつも助かっていま「いつも助かっていま

す」す」 と歓迎されるのは心地よくて、と歓迎されるのは心地よくて、 そのこそのこ

とに感謝しながら原稿を書いています。とに感謝しながら原稿を書いています。 ここ

うした活動に、うした活動に、 ぜひたくさんの方に参加しぜひたくさんの方に参加し

てほしいと思います。てほしいと思います。 （内藤）（内藤）


